
■住民・第１分科会【事例報告】 

◎財団法人 妻籠を愛する会 

 

○テーマ：「継続は力」 

○発表者： 常務理事  藤原 義則 

 

団体所在地：〒３９９－５３０２  

     長野県 木曽郡 南木曽町 吾妻２１５９－２ 

 ０２６４－５７－３５１３ 

E-mail：tumakai@ju.kiso.ne.jp  

URL： 

理事会等：理事 １９名（理事長・小林 俊彦 ） 

会員数：正会員 ２６０戸（内訳： 旧妻籠村全戸網羅） 

年会費：正会員 ０ 円、 

設立年月日：昭和  ４３ 年９ 月  

 

 

 

● 旧妻籠村全戸網羅の住民組織 

１・妻籠宿保存運動 

２・明治１００年記念事業 

３・三位一体 （技術者・行政・住民） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  妻籠城跡からの眺望（妻籠宿と馬籠峠） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      寺下地区（昭和４３年保存開始） 

 

● 保存と言う名の観光開発 

１・保存優先  （理と利のバランス） 

２・住民憲章「売らない・貸さない・こわさない」 

  妻籠宿座右銘：「初心忘るべからず」 

３・統制委員会の重み文化財を守る・後世に残す行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        住民憲章（概要） 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

         板葺石置屋根 

● 継続は力なり  

  １・妻籠宿保存事業       ４４年 

 ２・「文化文政風俗絵巻之行列」 ４４回 

 ３・新春放談会        ３７回 

 ４・妻籠冬期大学       ３６回 

５・妻籠宿火祭り        〃 

  ６・全国町並みゼミ      ３４回 

 ７・狼煙あげ          ６回 

  ８・アイスキャンドル祭り    ４回 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

       文化文政風俗絵巻之行列 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

        冬 期 大 学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     妻籠宿を守る住民憲章 

１・妻籠宿と周辺の自然環境を守る 

２・保存優先「売らない・貸さない・こわさない」 

３・保存区域 ４・外部資本から妻籠を守る 

５・住民自らを守る、統制委員会 ６・風致を保全 

７・環境整備するため８・防火態勢を確立するため 

９・防犯態勢を確立するために１０・交通安全を図

るために １１・町・県・国に対して 

           昭和４６年７月２５日宣言 

mailto:tumakai@ju.kiso.ne.jp


● 道普請、水普請等の協働作業の継続 

 １・道普請・水普請協同作業 

  ２・景観修復技能の習得・伝承 

３・花木の植栽・手入れ 

  ４・外来動植物の駆除 

  ５・伝統行事・芸能・地域文化の継承 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      道 普 請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     水  普  請 防 火 訓 練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         花 木 植 栽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         伝統芸能の夕べ                                    

     

 

● 今後の課題 

  １・容量を知る、身の丈 

  ２・遺産相続・景観行政団体 

  ３・過去を知り・現在を見つめ・将来を見通す 

４・税金ない村役場【コミュニイティーセンタ―】   

５・継続は力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     狼 煙 揚 げ 

 

         狼煙揚げ 

 

 

 

 

 

 

 

 

    一石栃立場茶屋（無料休憩所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新春放談会 

   

 

 

 

 

 

 

  冬の妻籠宿 

 

 

         冬の妻籠宿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 


